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実験目的 
100億分の 1縮尺の太陽系モデルを使って宇宙でいかに光が遅いか体験して

宇宙の広さを実感する。 

実験方法 

（方法・材

料等の具

体的な実

験手順） 

 

●準備 

5cm四方の木材の上に置いた 100億分の 1縮尺モデルの地球(直径 1mm程

度のビーズ)と火星（0.5ｍｍ程度のビーズ）を 7ｍの間隔を開けて設置する 

 

●実験進行 

地球から火星まで 4分かけて歩くことに挑戦する。 

途中 3分まで歩いて光の速さが宇宙でいかに遅いか体験します。 

 

 

実験結果

予想 

あまりに光の速度が遅くて、すぐ火星についてしまうと思います。 

本当は 4分かかるのですが発表時間をオーバーしてしまうので 3分で終了し

ます（その場合の光速の到達距離は 5ｍ）。 

 

＊太陽～地球間が 8分 20秒（15ｍ）、地球～木星間が 45分（60ｍ）などの説

明を加えると宇宙の広さがより理解できると思います。  

 


